
　東京・東上野で
ジュエリー製作、修
理、リフォーム、貸し
工房を営むWoody
Bel lは、ハイジュエ

リーの特殊な修理を得意とし、宝飾業
界では“断られるジュエリー修理の最
後の砦”として高い評価を得ているジュ
エリー工房だ。
　2023年に設立30周年を迎えた代表
兼職人の鈴木広宣氏は、これまで培っ
てきた技術や経験を、次世代の若手ク
リエイターに少しでも伝えていきたいと
2017年頃から希望する職人や職人を

目指す若者に、
ほぼボランティ

アとして技術を教え続け
た。時には小学生に銀
粘土でペンダントをつく
る時間を提供したほか、
クリエイターの祭典「ハ
ンドメイド インジャパ
ン」に自ら出展し更なる
経験も積んだ。

　仕事の傍ら、許可を得た修理依頼品
の動画をYoutubeなどで公開し、職人
に対して修理の技術を伝えているが、
一方では、小売店などによりジュエリー
を大切に販売してもらうことを願い、簡
単そうに思われる修理でも、こんなに時
間がかかる作業であると伝えている。
　2020年には、職人を目指す生徒が
増え始めたことから、本格的な教室を
オープンした。専門的な道具や設備を
揃えているが、あくまで業界への恩返
しという考えから「レンタル・アトリエ
Woody Bell」として、希望者が好きな
時間に工房を使えるシステムの教室

だ。しかも手頃な金額で使用可能で、
鈴木さんの技術も提供しながら若手ク
リエイターの育成に励んでいる。
　更に、この8月にはより広いスペース
が必要になったことから工房を移転
し、若手育成の強化に入った。
　鈴木代表は「これまではお客様が納
得し、喜んで頂けるために技術の向上
に努めてきました。業界に生きさせて
頂きましたので、ほんの少しですが時
間を使い、若手育成に力を入れていき
たいと考えています。ジュエリー販売を
支えるのは我々職人でありますし、これ
からの職人はつくるだけではなく、販売
も知らなければならないでしょう。時代
のニーズに合わせ、Woody Bellも活
気ある明るい総合商社を目指し、前に
向かっていきたいと思います」と話し、
新しい職人としての一つの生き方を実
践して見せている。
　新しい工房の住所は、東京都台東
区東上野1丁目1‒8 竹内ビル2F。電話
&FAXに変更はない（03 - 5688 -
2390）。

　ルカラ・ダイヤモンド社は、ボツワナ
のカロウェ鉱山で2,492カラットのダイ
ヤモンド原石を発掘した。この鉱山で
発見された中で最大のダイヤモンド原
石の一つだという。
　この「並外れた大きさの」ダイヤモン
ド原石は、大型で高価なダイヤモンド
を産出することで知られるカロウェの
南ローブにあるEM/PK部分のキン
バーライトの処理中に発見された。
　同社は、2017年に導入したメガダイ

ヤモンド回収X線透過技術
（XRT）を使用して、破損すること
なくこの大型のダイヤモンド原石

を特定し取り出したと発表した。
　このダイヤモンド原石は、1,758カ
ラットだったセウェロや、1,109カラット
だったレセディ・ラ・ロナなど、ルカラ社
が過去に採掘した大型のダイヤモンド
原石と比較してもかなり大きい。
　現在、歴史上発見された最も大きい
宝石品質のダイヤモンド原石はカリナ
ンダイヤモンドで、1905年に南アフリカ
のカリナン鉱山で発見され、原石の重
量は3,106カラットあった。

　「この並外れたサイズの2,492カラッ
トのダイヤモンド原石の発見に大きな
喜びを感じています。」とルカラのCEO
であるウィリアム・ラム氏は語っており、
「この発見は、当社のカロウェ鉱山の驚
くべき可能性を示すだけでなく、最先
端のXRT技術への戦略的投資を裏付
けるものでもあります。このように巨大
で高品質のダイヤモンド原石を無傷で
回収できたことは、当社のダイヤモンド
回収アプローチの有効性を実証してい
ます」と誇っている。
　ルカラは契約に従い、このダイヤモン
ド原石をHBアントワープに販売する

　デビアスは、インドの宝石ジュエ
リー輸出促進協議会（GJEPC）と、
インド国内での天然ダイヤモンド消
費促進に協力することを発表した。
　両者は8月初頭にムンバイで会
合を開き、特にインドの小さな町や
都市で小売業者を支援する方法に
ついて協議した。
　デビアスと、ほとんどがダイヤモン
ド製造業者で構成されるGJEPCの
約１万の会員は現在苦境に立たさ
れている。世界のダイヤモンド需要
の低迷が続き、デビアスは赤字が
続いており、親会社のアングロ・アメリ
カンは新たなオーナーを探している。
　また、デビアスはパンデミック後初め
て、8月後半に予定されていたサイトを
キャンセルすると発表した。

　インドのポリッシュダイヤモン
ドの輸出は今年に入って毎月減
少しており（6月は前年比26％減
の10.2億ドル）、ダイヤモンド製
造業者のキラン・ジェムズは5万
人の従業員に対し、10日間の操
業停止を伝えた。
　「デビアスのチームは、業界全
体の専門知識を活用して市場
特有の課題に対処し、特に小さ
な町や都市の小売業者に教育
とサポートを提供することの重
要性を強調しました」とGJEPC

はウェブサイトで述べている。
　また「デビアスとGJEPCの共同イニシ
アチブは、天然ダイヤモンドの価値を伝
え、小売業者に商品の拡大を促すこと
に重点を置いています」と伝えている。

必要な理由の発信

　会期初日の「学び」では、一般社団
法人日本ジュエリー協会（JJA）による
パネルディスカッションが開催された。
テーマは「顧客にとって『オンリーワン』

の存在になるために」。パネラーは、
フェスタリアホールディングス㈱代表取
締役貞松隆弥氏、㈱サカイ専務取締
役酒井聖子氏、㈱CAFERINGクリエ
イティブディレクター青木今日子氏の3
氏。司会進行役xのJJAブライダルダイ
ヤモンド分科会リーダー大畠勝彦氏に
よって進められた。
　ブライダルの実態調査を踏まえ、直

　中国の越境
ジュエリーブラ
ンド「Stepin」
は、最近エン
ジェルラウンド
の資金調達を完了し、数千万元
（数億円相当）の投資を受けたと発
表。この資金は、製品開発、技術研
究開発、チャネル拡大、専門人材の
採用、国内市場でのインテリジェン
トな製品テストの実施に使用される
予定とした。
　Stepinは、ジュエリーのAI越境
ECを特徴としており、AI技術と中国の
サプライチェーンの優位性を活用して
『小　快返』という迅速な新商品発売
と高回転のモデルを実現している。
　『小　快返』とは、異なる商品を少
量生産して市場テストを行い、その
データからのフィードバックを通して
売れ筋モデルに注力し、利益を最大
化しながら同時に在庫を最小化する
ビジネスモデルだ。この『小　快返』モ
デルは同じく中国の越境ECアパレル
ブランドであるSHEINが採用している
ことで知られている。
　つまりStepinはジュエリー業界の

SHEINを目指している（SHEINは2022
年時点の時価総額が1,000億ドルを突
破しており、ZARAとH&Mを合わせた
時価総額をも上回っている）のだ。
　「2023年の世界アクセサリー産業
消費動向報告書」によると、ファッショ
ン消費に対する意識の高まり、アクセ
サリーECの浸透、3D生成と3Dプリ
ント技術の発達により世界のファッ
ションアクセサリー市場は回復してい
る。市場規模は成長を続けており、
2025年には7,800億ドルを超えると
予想される。
　Stepinの創設チームはTikTok、抖

音（中国版
TikTok）、テ
ンセントの出
身者などから
なっており、

創設者であるRonnie Zhou氏も多
彩な企業経験を重ねてきた。また同
チームには香港大学人工知能チー
ムメンバーやアクセサリー業界の専
門家が含まれており、豊富なジュエ
リー・アクセサリー越境ECの経験を
持っている。
　Ronnie氏は、TikTokコンテンツ

ECの台頭、AIなどの技術革新、世界
で最も優位性を持つ中国ジュエリーサ
プライチェーンは、このビジネスモデル
にフィットしており、将来的には同業界
のSHEINになるだろうと述べている。
　その理由と現状、将来性に加え、海
外市場の捉え方と可能性については、
弊社SN S
（Watch-
J ewe l r y
o n l i n e
. c om）で
確認を。

　上海を拠点とするジュエリーブランド
「老鳳祥（Lao Feng Xiang）」が、7月

29日に金のガンダムを発売した
ところ、即完売したという。
　これは老鳳祥が、バンダイナ
ムコと共同で作成したもので、7
月26日に両社は中国初の『機
動戦士ガンダムSEED』純金シ
リーズのコレクションを発売し
たことになる。

　コレクションは２つのモデルで構成
され、1つ目は、重量1キロの「フリーダ
ムガンダム」で、これは純度99.9%の
ゴールドで作られており、世界限定10
点となっている。販売価格は88万元
（約1,760万円）だ。

　老鳳祥によると、機体ラインの造形
から細部まで、「機動戦士ガンダム
SEED」のイメージを100%再現してい
るという。もう一つの「フリーダムガンダ
ム」は100gで、世界限定199点、価格

は8.98万元（約180万円）だ。
　現在の金価格は約13,000円/gなの
で、重量計算するとこれらのガンダムの
価格は高価と言える。しかし、この価格
はバイヤーの意欲を妨げなかった。7月
29日の午前中、これら２つの製品が老
鳳祥の会員ショッピングモールで前売
りされ、そしてまもなく売り切れた。この
詳細は弊社
SNS（Watch-
Jewelry-on-
line.com）で
確認できる。

　フィンランド東部に建設され
る予定であるEU初のダイヤモン
ド鉱山の計画は、地元農家との
土地紛争の解決により実現に
一歩近づいた模様だ。
　最近の裁判で、補償金の額と
鉱山境界の変更をめぐる２人の
土地所有者の控訴が終結。フィ
ンランド当局はすでに、カレリア
ンの鉱床採掘権申請を承認し
ている。
　アイルランドに拠点を置く探
査会社のカレリアン・ダイヤモン
ド・リソーシズによると、ラハトヨ
キのダイヤモンド鉱床にはピン
クダイヤモンドが多くの割合で
含まれているという。　

　取締役会は、「ラハトヨキ
のダイヤモンド鉱山の開発
が同社だけでなく、周囲のク
オピオ・カーヴィ地域全体に
も大きな利益をもたらすと考
えている」。また「生産が開
始されれば、EU初のダイヤ
モンド鉱山となる見込みだ」
と述べた。
　カレリアンは以前、ラハト
ヨキのダイヤモンド鉱床に関
して、JORC（探査報告）以
外の225万カラットの資源
に基づき、鉱床の価値は2億
2500万ドル、NPV8（投資
案件から将来得られるすべ
てのキャッシュ・フローの現

在価値と、すべての投資金額の現在価
値の差）は3900万ドル、鉱山寿命は9
年と推定されている。
　これまでの掘削およびバルクサンプ
リング情報とその他の技術情報から、
ラハトヨキのダイヤモンド含有キンバー
ライトパイプは収益性の高い露天掘り
ダイヤモンド鉱山になる可能性がある
ことが示唆されている。
　また、ラハトヨキのダイヤモンド鉱床
開発は、ロシア以外ではヨーロッパ初、
EUでは初のダイヤモンド鉱山となる。
フィンランドは鉱業が発達しており、世
界中の鉱業管轄区域を対象とした権
威あるFraser Instituteのランキング
で、鉱業投資の魅力度で高い評価を
受けている。

次
世
代
の

若
手
ク
リ
エ
イ
タ
ー
育
成
に

力
を
入
れ
る

デ
ビ
ア
ス
と
G
J
E
P
C
が
提
携

イ
ン
ド
市
場
の
消
費
促
進
に
向
け

ピ
ン
ク
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
多
く
含
む

E
U
初
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
鉱
山
が
始
動
か

寿
命
は
9
年
と
推
定

新たな職人の生き方を実践 勢いある中国の越境ジュエリーブランド

最先端技術と戦略的投資によって
2,492ctの巨大ダイヤモンド原石を
ボツワナで発見

金のガンダムが
上海で即完売

チャレンジすべきこと

世界市場を見据えた異なる考え方とは

Woody Bell

予定だ。

近の市場動向を把握し、対策をディス
カッション。「接客力」や「ターゲット層
の変化」、「デザイン」、「質」などの課題
はあれど、重要なことは不必要からの
脱却であり、減少するエンゲージリング
にせよマリッジリングにせよ、「なぜ必
要か」の理由を業界が一丸となって発
信していくことをしなければ、人口減と
は関係なく無くなると指摘した。
　ブライダル専門店や国内メーカーに
よる情報発信は行われているが、業界
全体としては足りていない。業界の多く

は小売店ではなく、メーカーや卸など
であり、情報発信は不要と考える人が
多いのかもしれないが、そんなことでは
他産業には勝てない。また、世界に販
路を広げるのは良いことであるが、国
内市場は競争が激しくなるばかりで、
同業種以外との戦いも増え、厳しさは
増すばかり。エンゲージ需要を伸ばす
には、あきらめることなく「必要な理由」
を伝え続けることだ。

業界には明確な目的理由を伝えよ

　29日には、2年振りとなる「第8回
ジュエリーコーディネーター接客コン
テスト」が実施され、ファイナリス5名に
よる業界トップレベルの接客技術が公
開された。
　最終審査の結果は、優勝＝㈱サダ
マツ熊倉由梨さん。準優勝＝㈱
CAFERING阿久津綾子さん。第3位
＝プリモ・ジャパン㈱神谷小絵さん。特
別賞＝As-meエステール㈱石橋裕香
さん、㈱PARCELLE齋藤愛子さん。

　あくまでコンテストによる接客の大会
であり、実際の接客とは異なる部分が
あり、理解を示す業界関係者が少ない
のが大きな課題である。主催者による
発表や情報発信は薄く、盛り上がりに
欠けるところではあるが、関心を持つこ
とが大事で、何のためにやっているの
かを明らかにしていきたいところだ。
　多くの学びを得た、その他のセミ
ナープログラムなどJJF関連について
は、6面に掲載する。

◀1面からの続き
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